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事 前 評 価 個 表

事業名 森林環境保全整備事業（国有林） 事業計画期間 日高平成１７年度～平成２１年度

事業実施地区名 日高森林計画区 事業実施主体 北海道森林管理局

（ひだか） 日高南部森林管理署

（都道府県名） （北海道）

事業の概要・目的 日高森林計画区は、北海道の中央南部の日高山脈西側に所在する２３４千haの

国有林を対象としており、このうち日高南部森林管理署の管轄区域は１４１千ha

である。

当管轄区域は、国有林を水源とする厚別川、新冠川、静内川、元浦川などが流

れており、水量豊富で栄養豊かな水を供給することにより、漁業や電源開発など

。 、 、地域産業の重要な役割を果している また 日高山脈襟裳国定公園を有するなど

自然条件や立地条件は多様である。

このため、自然環境の維持、国土保全、水源かん養及び保健休養など森林の持

つ公益的機能の発揮等に関する地域の要請は高い。

本事業は、これらの要請に応えながら、森林の重視すべき機能の区分に応じた

適切な森林整備を行うことを目的とする。

主な事業内容 森林整備 更新面積 177（ha）

保育面積 8,168（ha）

路網整備 開設延長 30.7（㎞）

改良延長 9.3（㎞）

費用対効果分析 総 費 用（Ｃ） 1,377,232（千円）

総 便 益（Ｂ） 水源かん養便益 3,345,717（千円）

山地保全便益 1,765,561（千円）

環境保全便益 119,630（千円）

木材生産便益 1,653,029（千円）

森林整備経費縮減等便益 116,685（千円）

計 7,000,622（千円）

分析結果（Ｂ／Ｃ） 5.08

評価結果 ・必要性： 自然環境の維持、国土保全、水源かん養及び保健休養等、公益的機

能の発揮等に関する地域の要請に応えるために本事業の実施が必要で

ある。

・有効性： 国有林の地域別の森林計画に即した事業内容であり、地域の特性を

踏まえた有効な事業と認められる。

・効率性： 費用対効果分析の結果から十分な効率性が認められる。

新規事業の採択に当たっての審査項目（チェックリスト 、費用対効果分析及）

び各観点からの評価を踏まえて総合的かつ客観的に検討したところ、森林の重視

するべき機能（特に水源かん養）に応じた適切な森林整備及び路網整備が効率的

に計画されていると認められる。




